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研究課題 地域連携・地域還元に根差した自己肯定感向上授業の構築 

副題 ～様々な ICT機器を使用した地域連携還元プログラムを通して～ 

キーワード  

学校/団体 名 公立広島市立早稲田中学校 

所在地 〒732-0062 広島県広島市東区牛田早稲田四丁目１５番１号 
ホームページ https://cms.edu.city.hiroshima.jp/weblog/index.php?id=j1029 

 

１．研究の背景 

本校は生徒１５８名（１年生５１名、２年生５８名、３年生４９名）の広島市でも小規模の中

学校である。令和５年１２月末に行った生徒アンケートから「自分の良いところを見つける機会

があった」という質問に対して「そう思う」と最も肯定的に回答した生徒は全体で 45.6％、「自

分の考えや思いを自分の言葉で伝えることができた」という質問に対して「そう思う」と最も肯

定的に回答した生徒は全体で 52.2％であった。この結果から、約半数以上の生徒が自分のよい

ところを見つけることができておらず、思いや考えなどを話すことができていないという現状と

課題が見えた。 

また、本校生徒を観察していると、授業、行事において決まっていることを実行することはで

きるが、自分たちで計画し、実行していくことに課題があり、教員の手助けが必要なことが多い。

また、地域の方が中学校を大切にしてくれているにも関わらず、地域行事等はあまり参加してい

ない。地域の方が講師として来られて、授業をされた際も、受動的であり、自分からアクション

を起こすことができていない。これらは、各学年２クラス、１学級３０人弱の小規模の学校であ

り、１小学校１中学校の持ち上がりの学区のため、中学校入学時には人間関係が固定されており、

周りの目を気にして自分の考えや思いを話すことができないという人間関係から来ているもの

と考えている。 

また、本校の学校教育目標である「自ら学ぶ意欲を持っている生徒」、「主体的に問題解決を図

ることのできる生徒」、「心豊かに健康でたくましく生きる生徒」の育成に向け、今年度はテーマ

を「一人も独りにしない生徒が主役の早稲田中学校」として取り組みを行ってきた。これは、生

徒が安心して学校生活を送るために、生徒同士のかかわりを大切にしていくというメッセージが

こめられている。 

 これらの背景や学校目標から、中学校へ貢献していただいている地域とのつながりを活かしつ

つ、卒業後、生徒が地域にできることを考え、計画、実践しながら、実社会で活躍するためにも、

授業、行事や総合的な学習を通して、生徒の自己肯定感を高め、ICT機器などを活用しつつ、地

域社会で活躍できる生徒を育てていきたいと考えた。 

  

２．研究の目的 

 本研究では、上記の本校における課題の解決や教育目標の達成のために、以下を目的とした。 

（１）生徒の自己肯定感の向上 

本校生徒の課題である自己肯定感の低さの向上を改善する。そのために「３．研究の経過」にお
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ける取組を通して、生徒の意識の改善を行う。検証方法として、学校評価における生徒のアンケ

ート項目中に、「自分の良いところを見つめる機会があった」、「自分の考えや思いを自分の言葉

で伝えることができた」等の自己肯定感に関する項目入れ、７月時点と１２月時点を比較する。

このプログラムを行うことで、この項目の最も良い「そう思う」の割合が１２月の時点で向上す

ることが期待される。 

（２）生徒の自己肯定感の向上による循環サイクルが構築 

 全学年での縦のつながりを意識した地域還

元プログラムを計画、実践、検証、再計画を行

っていく。その中で、地域の力を借りることや、

授業や行事の内容を精査し、高い課題を設定し

生徒が主体的になるよう授業や行事を実行す

る。（詳細は「３．研究の経過」参照）このこ

とで、生徒の「地域に役立っている」、「誰かの

役に立っている」という実感が生まれる。この

ことにより、生徒の自己肯定感が向上し、この

向上が、次の課題解決に向けてのモチベーショ

ンとなり、好循環が生まれることが期待される。また、この取り組みが、単年度だけで終わらず、

今後においても伝統となる地域貢献プログラムとなることが考えられる。（図１） 

 この検証として、学校評価における生徒のアンケート項目中に、「地域の活動に参加していま

す。」等の地域と関連した項目を入れ、７月時点と１２月時点を行う。また、各行事、授業の振

り返りやアンケート結果などの生徒のコメントから、生徒の変容を見取る。 

 

３．研究の経過 

 以下の内容で計画を進めた。（表１：研究の経過） 

時期 内容 ＊（ ）は対象学年 評価方法 備考 

４月３日 ・昨年度の生徒の実態の報告 

・本研究の目的・計画の確認 

 ＊教員の研

修会内での

検討 

５月１７日 ・「大窪シゲキの９ジラジ」

DJ 大窪シゲキ様 講演会

（全学年） 

・振り返りの内容 

（生徒） 

 

６月１４日、２１日 

７月１２日 

・地域防災学習（２年生） ・振り返りの内容（生徒） 

・授業制作物内容（生徒） 

 

７月７日～１１日 ・学校評価アンケートの実施 

（教員、全学年、保護者） 

・アンケート内容 

（生徒、教員、保護者） 

 

７月２０日 ・ジュニア防災リーダー活動

への参加（２学年代表） 

 

 

＊ドローン

の活用 

図１：プログラムのイメージ図 
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７月２７日 ・早稲田学区盆踊り大会への

参加（３学年） 

・アンケート内容 

（生徒） 

 

８月６日 ・学校評価アンケートの結果

の分析及び今後の計画の検

討 

・早稲田自主防災による教員

防災勉強会 

 ＊教員の研

修会 

９月１３日、２０日 

  ２７日 

・地域防災学習（３年生） ・振り返りの内容（生徒） 

・授業制作物内容（生徒） 

 

１０月２６日 ・創立３０周年記念式典 

・文化祭（全学年） 

・振り返りの内容（生徒） 

 

＊PA 機器の

活用 

１１月１６日 ・早稲田公民館祭への参加

（代表生徒） 

  

１月１０日、１７日 

  ２４日 

・地域防災学習（１年生） ・振り返りの内容（生徒） 

・授業制作物内容（生徒） 

 

※その他、総合的な学習の時間や各教科の授業においても、購入した機器を活用して本校の学校

目標、研究内容を意識し実践を行った。 

※ジュニア防災リーダーについては、本校２年生の代表が参加し、７月２０日以外の取り組みに

も参加している。（詳細については・早稲田自主防災（https://www.waseda-jisyubo.net/）参照） 

 

４．代表的な実践 

（１）大窪シゲキ様の講演 

５月１７日に、広島 FMでの人気番組「大窪シゲキの９ジラジ」DJ 大

窪シゲキ様に来校いただき、「自分らしく生きるために」というテーマで

講演をいただいた。その中で、大窪様の生き方だけでなく、自分の好き

なことをどのように行っていくのか、どうしたら自分らしく生きていけ

るのかなどを講話いただき（写真１）、生徒の感想からは「内容がとても

面白く、自分も自信をもって生きていきたい」などの感想が聞かれた。

また、これがきっかけとなり、将来、放送業界に関わりたい生徒が番組

に出演するなど、生徒の夢をかなえるきっかけとなった。 

（２）早稲田学区防災学習 

 ７月２０日に、早稲田自主防災事務局と合同で本校からジュニア防災

リーダー、教員が参加してドローンの使用方法の研修と活用について検

討を行った。（図１）またこれらを受けて８月６日には本校教員が早稲

田自主防災事務局と防災の勉強会を行い、これらを使って地域と中学校

が連携してどのようなことができるのか検討を行った。 

 

写真１：講話の

様子 

図１：ドローン使

用の様子（早稲田

自主防災 HP より） 

https://www.waseda-jisyubo.net/
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（３）盆踊り大会への参加 

 ７月２７日に行われた「早稲田盆踊り大会」へ３学年が出店を行

った。当日までに、７月上旬までに行った職場体験学習をいかしな

がら、どのようにしたら体験したことを活かせるのか、物品の購入、

当日のシフト計画、出展内容などについてタブレット端末などを使

い計画し実施した（写真２）。結果、当日の売り上げは約 38,000円、

収益は約 24,000 円となり、この収益から、扇風機のない教室へ扇風

機と各クラスにハンディ掃除機を購入し贈呈することができた（写真

３）。生徒の振り返りからは、「実際に出店することで、地域の人に喜

んでもらえたこと、特に小さい子が楽しそうにしている姿がうれし

かった。」、「学年が違う先生から、掃除機をありがとうと言われたり、

校長先生が全体の前で褒めてくれたことで、やってよかったと思った。」「こんなに売り上げが出

るとは思わなかった。みんなが笑顔になれてうれしかった。」などのコメントが見られた。 

（４）創立３０周年記念式典・文化祭・公民館祭への参加 

 創立３０周年記念式典・文化祭において、自己表現ステージを設

け、バンド演奏やダンスなど、希望した生徒が自分自身を表現する

場を設けた(写真４)。出場した生徒は自分自身の活動を表現できる

場として存分に力を発揮できるとともに、出場しない生徒にとって

も友達の新たな一面を知るよい機会となった。振り返りの内容の中

にも、「○○君たちの演奏がとてもよく、新たな一面を知ることが

できよい思い出となりました」、「ダンスがすごかった。日頃見る○

○さんとは違い、クールな一面を知ることができ、面白かった。」

など、友達のよい面を発見するきっかけとなった。 

また、自己表現ステージに参加した生徒の一部が地域の公民館祭

へ参加し、地域へ貢献、自分たちの得意としている分野の発表を行

った(写真５)。参加した学校運営協議会委員の方から、「中学生が

参加してくれたことで、地域の人にも中学生のことを知ってもら

うよい機会となった。また、生徒がいきいきしている姿を見ることができよかった。」といった

意見をいただいた。 

（５）防災学習 

 以下の計画で地域の防災士の方に来校いただき、各学年での防災学習を行った。 

○１学年 

実施時期：１月１０日、１７日、２４日 

ね ら い：災害が起きた時にどのように行動すればよいか考えられるようになる 

○２学年 

実施時期：６月１４日、２１日、７月１２日 

ね ら い：災害が起きた時に役立てる人になる 

写真２：出店の様子 

写真３：贈呈式の様子 

写真４：文化祭の様子 

写真５：公民館祭の様子 
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○3学年 

実施時期：９月１３日、２０日、２７日 

ね ら い：地域で災害が起きた時に、自分たちでできることを考え行動できるようになる 

 どの学年においても、生徒は真剣に課題と向き合い、最終的には

模造紙に自分たちの考えを発表することができた（写真６）。特に２

年生では、発表だけでなく、救命救急講習を広島市東消防署の方に

来ていただき実際に AEDの使い方を学び、救命救急行ったことで「も

し人が倒れていた時に、勇気を出してできるかわからないけど、助

けを呼ぶことや、今日の講義で学んだことを思い出して、人を助

けたいと思った」、「ドラマでしか見たことがなかったので、はじ

めは人の胸を押すことに緊張した。思ったよりも力が必要だったの

で、家族にも今日のことは話をして、いざという時に役立てたい」

などの感想が聞かれ、実際に行うことによる効果があったものと考

えられる（写真７）。 

 また、３年生においては「地域で災害が起きた時に、自分たち

でできることを考え行動できるようになる」ということで、避難

をするときに助けが必要な人が誰かを考え「赤ちゃんがいる人は、おむつとかがたくさんいるん

じゃないかな」、「ペットを飼っている人はどうやったら避難先で一緒にペットと暮らせるんだろ

う」などの幅広い意見あり、それらを解決するために、どのようにしていけばよいのかなどのア

イディアを出し発表することができた。振り返りのレポートの中には「今日出したアイディアが

災害が起きた時に採用されているといいな」や「今まで自分たちの避難だけを考えていたけど、

避難先では本当に助けが必要な人がいて、そのような人のことまで考えないといけないと思える

ようになった。」などの振り返りが見られた。 

（６）授業での活用 

 地域防災と関連して、３年生理科の「環境分野」で今回の防災に

関して、あらためて何ができるのかを考えた。その際に、３６０°

カメラや VRゴーグルを使ってのアイディアを考え、「実際の映像を

使った追体験ができるのではないか」、「災害場所を撮影して、映像

化するなどして様々な人に見てもらうことはできないか」などのア

イディアが出た。日程の都合上、残念ながら３学年では実現できな

かったが、これを２年生へと引き継ぎ、VR ゴーグルを使って、豪

雨災害から避難するイメージを２年生が体験することができた

（写真８）。 

 

５．研究の成果 

（１）生徒の自己肯定感の向上について（アンケート結果から） 

生徒の変容を見取ることを目的に、学校評価アンケートを７月と１２月に実施し、７月には結

写真８：VR 体験の様子 

写真６：生徒発表の様子 

写真７：救命救急の様子 
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果の分析、今後の取り組みに向けた改善、１２月は７月からの生徒の変容を見取り、取り組み結

果を検証した。 

その結果、「自分の良いところを見つめる機

会があった。（16.0%上昇）（表２）」、「授業中、

自分の考えや思いを自分の言葉で伝えること

ができた。（6.4%上昇）」、「授業中、提示された

課題に積極的に取り組むことができた。（5.1%

上昇）」、「授業中、提示された課題に積極的に

取り組むことができた。（6.3%上昇）」などの最

も肯定的な「そう思う」項目が上昇した。つま

り、「高い課題を設定する」 → 「生徒が全員

で協力して行う」 → 「全員が参加する」 → 

「仲間とともに学習することで自分の思いを伝

えたり、尋ねられた時に答えることができる」→「自分が役立っ

たと思える」 →「自分の良いところがあると考えられる」とい

うよい循環ができているのではないかと考えられる。この結果、

生徒も安心して学校生活を送れていたのではないかと考えている。 

特に印象的であったのは、文化祭の自己表現ステージに参加し

た生徒が「自分たちの夢をかなえてくれた」というコメントを卒

業前の思い出アンケートに書いていたことが印象的であり、教員

に丁寧にお礼の手紙を書いてくるなど、今回の取り組みが生徒に

とってよいものであったことがわかった。（写真９） 

（２）地域との連携について 

 地域との連携プログラムから、例年行っている防災学習だけでなく、今年度は盆踊り大会や防

災ジュニアリーダープロジェクトにも中学校が積極的にかかわることができた。 

 ３年生の卒業に向けた思い出についてアンケートを取ったところ、地域の欄に関して「ジュニ

ア防災リーダーとして地域の人と地域について楽しく学べた。ジュニア防災リーダーで秋祭りに

カレーを作ってあげたことが思い出。そしてこれらの取り組みをほめてもらえてうれしかった。」、

「ボランティア活動を通して地域の方々はみんな早稲田を大切にしていこうという共通点があ

ることを知りました。」「盆踊り大会などの祭りで、優しい人たちばかりでいい街だと思った。」、

「防災の授業で、ゲームをしたり発表して、楽しかった。」などの防災学習や盆踊り大会への参

加が生徒にとって良い取り組みであったことがわかった。 

（３）教員の ICTを使った授業への取り組みの変化 

 本研究の目的ではなかったが、この取り組みを通して、教員側の ICT機器に関して「使ってみ

よう」という意識の変容が見られた。数値的な変容としては、昨年度の課題や資料の掲示などに

使われる classroomのトピックの回数（課題設定の提出や資料の配付）が昨年度と比べて約２倍

近く使用されていた。それに合わせて、生徒のＩＣＴ機器の回数が増えた（写真１０）。 

表２：「自分の良いところを見つめる機会

があった」のアンケート結果 

写真９：生徒の手紙 
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特に課題の提出については全学年共通して夏休みの日記をス

プレッドシートへ書きこみ、日々の生徒の様子が見えた。それに

対して教員がコメントをするができ、生徒の思いがリアルタイム

にわかるなどの教員、生徒両方にメリットがある形となった（図

２）。また、職場体験や入試等において帰着連絡を電話で行って

いたが、google form による報告に切り替えたことで、電話を待

つ必要がなくなっただけでなく、その日のうちに生徒の報告書を

見ることができ、翌日に生徒に対して報告書内容の評価などを返

すことができるなど、ＩＣＴのメリットを活かせるようになっ

た。 

 その他にも、授業での活用や、防犯学習における不審者対応

において、今回購入した GoPro を教員がつけて不審者を追うこ

とで、不審者を追わない教員も追体験ができるのでないかとい

うアイディアが出た。実際に GoProをつけて担当教員が撮影を行

い、映像を確認したことで、様々な教員が自分たちの不審者対応

を振り返るよい機会となった。 

  

６．今後の課題・展望 

（１）課題について 

①３年間を見通した活動の設定 

 今回の取り組みを通して、各学年の授業に活

用することができ、様々な活動が生徒の自己肯

定感の向上につながる結果となった。地域との

つながりでは、防災学習を全学年実施すること

ができ、貴重な経験となった。その一方で、各

学年の取り組みが３年間の見通しを持つように

イメージをしているが、そこに向けて意識より

も、現学年に向けてものが多く、次年度以降の

計画や見通しを立てて行うことに難しさを感じた。

特に、来年度に向けて教員組織が変わった際に、

引継ぎができるのか、地域との連携についても内

容を理解し、実施できるのか不安を感じる教員もいる。 

 また、地域で活躍できるように工夫をしたが、アンケート結果から「あいさつ運動や地域行事

に参加する等、地域や社会に貢献する活動をした。」という項目では、肯定的な意見が下がって

いる（表３）。時期的なものあるかと思うが、地域へ出ていくという取り組みの年間を見通した

工夫が必要である。 

 

写真 10：理科・分解者

の発見・撮影 

図２：長期休業中の日記

のやり取り 

表３：「あいさつ運動や地域行事に参加

する等、地域や社会に貢献する活動をし

た。」のアンケート結果 
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②機器の活用 

 今回ドローンや VRシステム、３６０°カメラ、PAシステムといった一般家庭にはないような

高度な ICT機器を使用した。ICT機器に慣れている教員がリードする形で実施し、様々な活用方

法のアイディアが出た一方、使用が使用方法を理解している教員のみになり、全体への広がりが

難しかった。特に、３６０°カメラと VRゴーグルについては、予定では地域の防災と結びつけ

るところまで行う予定であったが、地域との日程調整や場所の確保、各学年の授業の都合、学校

セキュリティー関連による Wi-Fi接続ができない、アプリを落とせないなど様々な要因があり、

十分に活用することができなかった。来年度、この地域防災と関連した形で使用できないか検討

をしていく必要がある。  

 

（２）今後の展望について 

 来年度に向けて、生徒の自己肯定感の向上に向けての取り組みは行いつつ、地域との連携を含

め、以下のことを工夫していくことを検討している。 

①中学校・地域とも無理のない３年間を見通した連携・活性化 

 今年度の取り組みにおいて、上記の課題のように、各学年単独になる部分がある。その解消の

ために、年度の早いうちに地域と協議を持ち、今後の中学校との地域連携の在り方や、年間を通

した地域と連携した取り組みなどを検討する。その中で、どのようなあり方が中学校、地域とも

よいかを見出し、地域で生きる中学生を育てられるようにしていきたい。 

②ICT機器の活用について 

 購入した ICT 機器に関して、ドローン、PA システム以外は活用が難しかった。年度の早い段

階で、使用方法の研修などを行い、各教科や学年などにどのように取り入れていけるのか検討を

行う機会を設けたいと考えている。 

 

７．おわりに 

本研究において、本校のキャッチフレーズである「一人も独りにしない 生徒が主役の     

早稲田中学校」の大きな成果があった。その一方で、持続可能な取り組みとして行うには改善の

余地も見られ、今後も研究が必要と感じた。最後に、ご講演いただきました「大窪シゲキの９ジ

ラジ」DJ 大窪シゲキ様、本校と連携いただきました「早稲田学区社会福祉協議会」様、「早稲

田自主防災事務局」様へ感謝申し上げます。 
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